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石破総理の日米地位協定改定論  
 
石破茂氏が防衛相であった 2005 年、私が主幹をしていたある政治・経済専門誌でインタビューをし

たことがある。  

日本の防衛指針から戦略に至るまでのお考えをお伺いしたが、今日言われている持論とほぼ変わっ

ていない。  

私は英文の日米安保第 5条は文法的に解釈すると肝心なところが日本文と異なっている点を指摘し

たら、「やはりそうか」とうなずいていた。  

又在日大使館や領事館が治外法権なのは当然だが、米軍基地が治外法権になっているのは日本

だけであることも述べた。  

韓国をはじめ欧州（ドイツなど）、中東のカタールでさえ米軍の国外行動については駐留国の許可が

必要である。  

行政官区内と、日本から海外における米軍の軍事行動の自由が保障されているのも日本だけである。   

米軍基地がある日本以外の国にはマッカーサーが意図的に日本を軍事支配する為日本を丸裸にす

ることを目的に作った憲法第 9条はない。  

無防備の日本にとって最も重要な安全保障をアメリカに委ねているのだから日本がアメリカに追従し

なくてはならないのは当然なのである。  

自国（日本）の安全を自国が保障出来ない国は主権国家ではない。   

米軍機が日本の行政官区内の何処に不時着しようと、不時着した場所はアメリカ合衆国憲法下であ

り、日本の憲法は及ばない。  

日米地位協定を改定して米軍事基地を日本の憲法下に置く、つまり米軍基地を治外法権から外す

なら米軍の日本国内の軍事行動の自由が制限されることになり日本の安全は保障されなくなる。   

丸裸にされている国と自国の軍隊（国家の意志で戦争が出来る）を持っている国と一緒にすることは

出来ない。  

アメリカが作った憲法を日本は使わせてもらっているいわば店子だから大家さんの長屋の改造は出来

ないのである。  

日本は今日まで一切憲法改正をしていないし、今後も、アメリカの同意がない限り出来ない。   

戦後から今日、さらに今後とも日本の「対米追従」の基本は変わらないし、変えられない。  

アメリカが国益の為に日本を「対米追従」からの解放しようと決めれば日本は主権国に戻る。  

さて日本はどうなる？！  

  

「小冊子」Vol.143の「アメリカの意志による対米追従解放」を読めば分かる。  

 

  

時事評論家 増田俊男 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 
事前にマスダ U.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 



FAX 送信先：０３-３９５６-１３１３

241017NN

フリガナ

お名前 振込名義
※銀行振り込みの場合のみ。カタカナでご記入下さい。

お申込み冊数 冊

〒

住所 （会社 ・ 自宅）

会社名

TEL FAX

ご希望のプランへ　　　をお願いします。
（※プランの選択がない場合は発送できませんので必ずチェックをお願いします。）

レ

単品 ：郵便代引き（1冊購入の場合、お受取の際に局員へ￥6,020お支払い下さい。）
※送料 +代引き手数料＝￥740 が単価に加算されます。

単品 ：銀行振込（1冊毎のご購入の場合、￥5,420 （送料込み） をお振込み下さい。）

12 冊定期購読 ：銀行振込（総額￥63,360 ⇒ ￥53,000）

6 冊定期購読 ：銀行振込（総額￥31,680⇒ ￥27,720） ｝

●発送は、着金確認後に普通郵便にて発送いたします。
　お届けまでに 2～ 4営業日程かかります。
●お振込み後のキャンセルは出来ませんので予めご了承下さい。
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★海外発送承ります。 （送料別途）

【お振込先】みずほ銀行　池袋西口支店　当座　０１０６５４４　マスダユーエスリサーチジャパン （カ
※振り込み手数料はお客様負担となります。

※振り込み控えを持って領収書に代えさせていただきます。

マスダ U.S. リサーチジャパン株式会社
info@chokugen.com

適格請求書が必要な場合は□にチェックをお願いします。 　□　必要

21 日～順次発送開始予定！ 増田俊男の小冊子 Vol.143

※内容は予告無く変更される場合がございますので予めご了承下さい。

【発送開始は 10 月後半予定】
但し、 印刷 ・配送の都合により前後
することがございますので予めご了承下さい。

★ネットのみクレジット決済対応。HPからお申込み下さい。http://chokugen.com/

＜ ＞アメリカの虚像と実像
＊アメリカの建国は誰の為であったのか
＊アメリカの人種、宗教、権利闘争の分離分断社会 
＊永遠の暴力社会アメリカ 
＊ウクライナ戦争とイスラエル・ハマス戦争は出来レース
＊ウクライナ戦争とイスラエル・ハマス戦争を止めることが出来るのは誰だ
＊衰退するドル、衰退するアメリカ
＊アメリカの意志による「対米追従開放」
＊進む日本の対米支援体制
＊戦後 80 年にしてジャパン・アズ・No.1 が蘇る


